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北
海
道
共
和
町
と
友
好
都
市

連
携
を
。
小
中
学
生
の
相
互
交
流

事
業
で
文
化
交
流
、
雪
体
験
、
民

泊
等
の
体
験
学
習
の
交
流
事
業
を

導
入
で
き
な
い
か
問
う
。

小
中
学
生
の
相
互
交
流

事
業
に
つ
い
て
は
、
教
育
的
効
果

や
実
施
体
制
、
財
源
等
を
含
め
検

討
す
る
。

国
内
の
小
中
学
生
交
流
事
業

が
中
止
に
な
っ
た
理
由
を
問
う
。

徳
島
県
つ
る
ぎ
町
と
小

中
学
生
交
流
事
業
を
４
年
間
実
施

し
て
い
た
が
、
民
泊
等
の
受
け
入

れ
の
課
題
が
あ
り
、
平
成
29
年
度

以
降
は
中
止
に
な
っ
て
い
る
。

共
和
町
か
ら
令
和
10
年
度
に

道
の
駅
が
完
成
す
る
の
で
、
本
町

の
特
産
品
と
の
交
流
事
業
の
申
し

出
が
あ
る
。
経
済
活
性
化
事
業
と

し
て
取
り
組
め
な
い
か
問
う
。

町
商
工
会
、Ｊ
Ａ
お
き
な

わ
両
支
店
等
、
町
内
関
係
団
体
や

町
内
事
業
者
の
意
向
も
踏
ま
え
て

情
報
収
集
を
行
う
。

兼
城
十
字
路
に
あ
る

電
光
掲
示
板
の
再
開
を

電
光
掲
示
板
は
長
年
放
置
さ

れ
た
状
態
に
あ
る
。
公
共
掲
示
板

と
し
て
再
設
置
で
き
な
い
か
問

う
。

電
光
掲
示
板
企
業
広
告

の
会
社
に
ヒ
ア
リ
ン
グ
等
で
既
設

の
電
光
掲
示
板
に
取
り
付
け
る
形

で
の
整
備
を
検
討
し
て
い
る
。

通
学
路
の
安
全
柵
設
置
を

問問問

問

大
名
交
差
点
か
ら
北
丘
向
け

両
側
は
通
学
路
で
あ
る
が
、
歩
道

に
安
全
柵
が
な
く
危
険
で
あ
る
と

町
民
か
ら
設
置
の
要
望
が
あ
る
。

早
め
に
設
置
で
き
な
い
か
問
う
。

令
和
５
年
度

に
北
丘
小
学
校
周
辺
地
区
と
し

て
、
生
活
道
路
安
全
対
策
の
計
画

書
を
協
議
会
で
策
定
し
て
実
施
に

移
し
て
い
る
が
、
次
期
の
計
画
書

で
検
討
す
る
。

大
名
地
区
の
市
街
化
区
域

編
入
を大

名
地
区
は
南
風
原
バ
イ
パ

ス
の
完
了
に
向
け
て
都
市
部
に
近

く
開
発
が
期
待
さ
れ
る
地
区
で
あ

り
、
市
街
化
区
域
編
入
に
向
け
て

調
査
検
討
す
べ
き
で
は
な
い
か
問

う
。

大
名
地
区
は
市
街
化
調

整
区
域
内
だ
が
住
宅
立
地
緩
和
区

域
な
の
で
、
住
宅
建
築
が
可
能
な

区
域
で
あ
り
、
市
街
化
区
域
編
入

に
は
、
区
域
区
分
の
見
直
し
の
厳

し
い
基
準
が
あ
り
大
名
地
区
は
合

致
し
て
お
ら
ず
難
し
い
。

昨
秋
の
断
水
事
態
で
町
民
へ

の
主
体
的
対
応
者
は
本
町
か
、
南

部
水
道
企
業
団
（
以
下
、南
水
）
か
。

防
災
無
線
放
送
は
聞
き
取
れ
ず
、

広
報
が
十
分
で
な
か
っ
た
。
こ
の

放
送
を
各
字
の
放
送
設
備
と
連
携

す
べ
き
。
与
那
原
町
の
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

登
録
者
は
７
割
、
本
町
は
ど
う
か
。

町
民
へ
の
主
体
的
対
応
者

は
南
水
で
あ
る
。
放
送
が
聞
き
に

く
い
と
い
う
声
は
実
際
に
あ
り
、

ス
ピ
ー
カ
ー
音
量
調
整
等
す
る
が
、

そ
の
使
用
目
的
か
ら
各
字
と
の
連

携
は
考
え
て
な
い
。
８
８
９

－

５

５
３
１
の
聞
き
逃
し
サ
ー
ビ
ス
整

備
等
を
更
に
進
め
る
。
本
町
の
Ｌ

Ｉ
Ｎ
Ｅ
登
録
者
は
４
９
０
５
人
で

全
体
の
約
１
割
で
あ
る
。

緊
急
時
の
適
切
な
情
報
伝
達

は
行
政
の
重
要
責
務
で
、
防
災
無

線
は
連
携
す
べ
き
。Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
登

録
者
を
ど
う
増
や
す
か
。
町
長
は

南
水
の
理
事
で
あ
る
。
本
町
の
貯

水
量
は
何
時
間
分
か
。
水
道
管
老

朽
度
と
更
新
計
画
は
ど
う
か
。

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
登
録
者
が
少
な

い
の
は
大
き
な
課
題
で
、
増
や
す

努
力
を
す
る
。
貯
水
量
は
新
川
配

水
池
が
７
時
間
、
新
川
第
二
配
水

池
13
時
間
、
津
嘉
山
調
整
池
が
10

時
間
で
あ
る
。
水
道
管
の
耐
用
年

数
40
年
超
は
最
長
13
年
、
基
準
超

は
全
体
の
15
％
、
基
本
計
画
に
基

づ
き
国
庫
補
助
を
活
用
し
更
新
事

業
を
進
め
て
い
る
と
南
水
に
確
認

し
た
。

不
登
校
対
策
を
問
う

文
科
省
調
査
で
令
和
５
年
度

の
小
中
学
校
の
不
登
校
率
は
全
国

３
・
７
２
％
、
沖
縄
４
・
６
５
％

で
増
加
率
も
一
番
高
い
。
本
町
の

現
状
と
対
策
の
効
果
・
課
題
は
ど

う
か
。

今
年
10
月
末
、
全

町
で
小
学
校
60
名
1.8
％
、
中
学
校

73
名
4.8
％
。
相
談
員
や
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
・

自
立
支
援
・
適
応
指
導
員
等
を
配

置
し
、
昨
年
は
小
学
校
４
６
４
０

回
、
中
学
校
８
２
９
回
の
利
用
で

小
学
校
19
名
、
中
学
校
27
名
が
学

校
復
帰
に
繋
が
っ
た
。
不
登
校
要

因
は
多
様
で
、
支
援
が
届
き
に
く

い
こ
と
が
課
題
で
あ
る
。

子
ど
も
達
が
先
生
を
好
き
に

な
る
こ
と
が
先
ず
第
一
で
、
先
生

は
元
気
で
い
て
欲
し
い
。
先
生
へ

の
支
援
は
ど
う
か
。

学
校
大
工
や
相
談
員
・

支
援
員
等
の
配
置
、
留
守
電
導
入

等
し
て
き
た
。
南
風
原
町
の
宝
で

あ
る
子
ど
も
達
の
育
成
に
は
、
是

非
、
先
生
方
が
元
気
で
い
る
必
要

が
あ
り
、
今
後
も
十
分
配
慮
し
て

い
く
。
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安全柵のない歩道

新川にある貯水タンク
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ま
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く
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長

断
水
事
態
で
防
災
無
線
放
送

広
報
は
十
分
か

答
　聞
こ
え
な
か
っ
た
と
い
う
声
が
あ
る
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北海道共和町と
友好都市連携を
答　教育的効果や実施体制を研究する
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